
注）設計趣旨は提出図書に記

された文言を編集の責任で要

約させていただきました。
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二三

　この作品は都心部の貴重な自然と生き生き

とした人間の活動を提案の骨子とし「交感の

水辺」を計画のテーマとしています。

　計画地について「中心部周縁の一角」と

「川のなかの人が住む2島の中州」ということ

を強く意識し、地理的にも歴史的にも多様な

要素が交錯する特徴的な場所に「公園・居

住・都心活性化」という3つの機能をバラン

スよくまとめた優れた提案です。

　公園については「大名庭園」に対峙した形

で現代の市民が創る交流空間としての「現代

の庭園」（具体的には3つの広場）を提案して

います。主要施設を2島問の水辺に置くこと

で、視覚的に2島を一体化し都心中心部と川

沿いの人を島内に引き込み賑わいを作る提案

がなされています。

　居住機能については、住宅の共用廊下を豊

かにつくるとともに、これを活性化施設や公

園施設と結び、さらに住宅内にクアハウスや

展望ラウンジを設けるなど、住宅と町の一体

化を図ろうとしています。また住宅の一部は

都市型のライフスタイルを持つクリエーター

など小規模家族を想定し、間取りなどがフレ

キシブルに対応できるSOHO型の住宅を提案

しています。

　「個人の個性とやる気を尊重した人づくり

や文化の発信が都心を活性化する」という観

点から提案されている、将来の都市や文化の

担い手に挑戦するチャンスを与える場所L

坪市場」は実現性の可能性も高く、都心活性

化の一つの考え方として評価できます。また

これらと「水上広場」「楽市広場」を組み合わ

せることで非日常的で魅力ある新しい空間の

創造が期待できます。市民にとって行なって

みたいと思える空間づくりがなされていると

思います。

　この提案は、市民が創ることを前提として

いるため、「まちづくり会社」による事業の実

施、負担を軽減するための定期借地権の活用
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などこれからの都心での事業のあり方が提案

されており、都心活性化を推進するために参

考になる作品となっています。

　島の部分については、条件がととのえば実

施に比較的容易に移せそうな提案ですが、周

囲については、堰をアーバンアートで修景す

ることのほかに魅力的なランドスケープにつ

いての提案が少なかったことが少し残念でし

たが、表現力も優れており相対的に優秀な作

品でした。

受賞のことば

　今日、都市の空洞化、中心市街地の衰退等

が多くの地域で問題となっております。また、

郊外から中心部への慢性的な交通渋滞など、

多くの社会問題も発生しています。そういう

社会状況のなかで、今回の課題地は中心部周

辺の一角にありながら、河川のなかの、人が

住む2島の中州、という自然・情報・環境・

交通等、極めて特徴的な場所であります。

　今回の提案はそういう優れた環境の地を、

どの様にすれば都心の活性化につながるか、

を念頭に「人が集まり交流する」という都市

の原点を再生し、そこから「個人の個性とや

る気を尊重した人作りや、文化の発信により

都心を活性化する」というストーリーを展開

してみました。都市の中心部における貴重な

自然とのふれあい、生き生きとした人々の活

動とふれあい、交感する街、「交感の水辺」を

計画のコンセプトといたしました。事業化に

ついては地方自治体、商工業者、住民の参加

等による「まちづくり会社」を設立して達成

させようというものです。まちづくり、地域

の開発はそこに住む人、交流する人、そして

その都市の多くの人々の為のまちづくりでな

ければならないと考えます。

　今回の課題である「公園、居住、都心活性

化」という機能を満たす為には都市中心部活

性化装置としての役割として、ここに住むひ

との、交流・交感できる場としての住宅とし、
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